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海上保安庁の観測について

•海上保安庁は、海底地形調査と潮汐観測を担当しています。

•海底地形調査では、マルチビーム測深機による水深データとＸＣＴＤ
観測による水温・電気伝導度等のデータを収録しています。

•潮汐観測では、水圧式の水位計による潮汐データを収録しています。
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取得したデータから、提供するデータまで

• マルチビーム測深機で取得したデータは、海氷や時化等によるノイ
ズが含まれているため、ノイズ処理を行います。

•潮汐や水中音速度などの各種補正などを行い、最終的には、「経
度、緯度、水深」のテキスト形式で作成します。
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◆マルチビーム測深機のデータについて

• ＸＣＴＤ観測装置で取得したデータは、0.4秒ごとのデータで取得し
ます。

• センサー着底後のデータ削除などデータ処理を行い、最終的には
「深度、水温、塩分」の１ｍ毎のテキスト形式で作成します。

◆ＸＣＴＤ観測によるデータについて



取得したデータから、提供するデータまで

•水位計により取得したデータは、「日時、潮位」の5分値のテキスト
形式で作成します。

•取得したデータを平滑化し、月表を作成しています。
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◆潮汐観測のデータについて



データの提供手段について

•日本海洋データセンター(ＪＯＤＣ）にて、提供。

•提供データは、100mメッシュの「経度、緯度、水深」のデジタルデータ。
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◆マルチビーム測深機のデータについて



データの提供手段について

•日本海洋データセンター(ＪＯＤＣ）にて、提供。

•提供データは、「深度、水温、塩分」のデジタルデータ。
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◆ＸＣＴＤ観測によるデータについて



データの提供手段について

•準リアルタイムデータ（1時間毎更新）は、海上保安庁ＨＰにて、提供。

•過去のデータは、全球海面水位観測システム（GLOSS）のＨＰにて提供。

•月表は、ＪＯＤＣにて提供。
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◆潮汐観測のデータについて

海上保安庁海洋情報部ＨＰ
（準リアルタイム）

ユネスコ政府間海洋学委員会ＨＰ
（過去のデータ）

ＪＯＤＣのＨＰ（月表）
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